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島島田田市市議議会会のの概概要要  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島田市議会 

議場に使用している木材、家具は島田市の中心部を流れる大井川流域産材を 100％使用しています 



島 田 市 の 位 置 図 

 

 

 

 

  

 

◎島田市の位置（市役所）   

 東経 １３８度１０分４５秒 

 北緯  ３４度４９分５９秒 

 海抜  ５６．４ｍ     

◎島田市の面積        

    ３１５．７０ｋ㎡   

◎島田市の広がり       

 東西  ２２ｋｍ     

 南北  ３１ｋｍ     

第３次島田市総合計画 前期基本計画より抜粋 



1 

 

 

 

島田市は、静岡県のほぼ中央、大井川の中流域に位置している。市の中央部に

は一級河川大井川が流れ、市域を二分している。 

地 勢 的 に は 概し て 南北 に 長 く 、 北部 は 山地 が 多 い 。 南部 は 大井 川 に よ っ て 形

成 さ れ た 扇 状 地 及 び 牧 之 原 台 地 か ら な って お り 、 面 積 315.70ｋ ㎡ （ 東 西 約 22Km、

南北約31Km）と市域では県内で５番目の広さを持つ市である。  

交通基盤を見ると、東名高速道路及び新東名高速道路のほか、国道１号島田金

谷バイパスの一部区間の４車線化の工事完了、金谷御前崎連絡道路の国道１号島

田金谷バイパスまでの延伸により利便性は更に向上した。また、JR東海道本線の

駅が３駅整備されていることに加え、大井川鐵道大井川本線も開通している。富

士山静岡空港を利用した空路にも恵まれ、国内はもとより海外へつながる交通の

結節点として注目されている。 

 

 

 

 

平 成 17年 ５ 月に 旧 島田 市 と 旧 金 谷町 の 合併 、 平 成 20年４ 月 に旧 川 根 町 と の合

併と２度の合併を経て、現在の島田市となった。 

 当 地 は「 箱 根八 里は 馬 で も越 す が、 越す に 越 され ぬ 大井 川」 と 箱 根馬 子 唄 に

も う た われ た とお り 、 江 戸 時代 以 前、 大井 川 に 橋を 架 ける こと は 許 され て お ら

ず、川幅約１ｋｍの大井川の東に島田宿（旧名：嶋田宿）、西に金谷宿、この 両

宿 場 町 の間 を 人力 で 歩 い て 渡っ て いた 。こ の 大 井川 川 越し とと も に 発展 し て き

た 両 宿 場町 が 大井 川 を 挟 み 、そ の 上流 部に 茶 業 や林 業 で発 展し 、 豊 かな 自 然 に

つつまれた故郷、旧川根町が位置している。 

 令 和 ７年 は 、上 述し た 平 成 17年 ５月 の合 併 か ら 20年 の節 目 の 年 と な り 、 多 く

の記念事業を予定している。 

 「 越 すに 越 され ぬ」 は 昔 のこ と 。地 理的 ・ 歴 史的 に も多 くの も の を共 有 し て

き た １ 市２ 町 。そ れ ぞ れ の 特徴 を 生か しな が ら 、新 し い時 代に 向 け たま ち づ く

りを進めている。 

 

 

１  地   勢  

２  歴史・沿革 

↑雄大な富士山、悠久の時を流れる大井川、そして旧幕臣達によって拓かれた茶畑  
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（令和８年３月31日現在） 

市 制 施 行 日 平成 17年５月５日 

人     口 

（外国人を含む。） 
93,468人（住民基本台帳） 

世  帯  数 39,983世帯（住民基本台帳） 

産業構造 

（令和２年国勢調査） 

第 １ 次 2,868人  5.6％  

第 ２ 次 19,032人  36.9％  

第 ３ 次 29,609人  57.5％  

計  51,509人  100.0％  

都 市 形 態 商  工  業  都  市  

 

 

 

 

(1) 一般会計 

〔歳  入〕 

款   別  予    算    額  構成比率 

市                    税 14,893,167千円 32.6％ 

地 方 譲 与 税 404,200千円 0.9％ 

利 子 割 交 付 金 31,000千円 0.1％ 

配 当 割 交 付 金 181,000千円 0.4％ 

株式等譲渡所得割交付金 242,000千円 0.5％ 

法 人 事 業 税 交 付 金 252,000千円 0.6％ 

地 方 消 費 税 交 付 金 2,732,000千円 6.0％ 

ゴルフ場利用税交付金 17,000千円 0.0％ 

環 境 性 能 割 交 付 金 1千円 0.0％ 

地 方 特 例 交 付 金 181,621千円 0.4％ 

地 方 交 付 税 7,600,000千円 16.6％ 

交通安全特別対策交付金 12,000千円 0.0％ 

分 担 金 及 び 負 担 金 124,920千円 0.3％ 

使 用 料 及 び 手 数 料 365,477千円 0.8％ 

国 庫 支 出 金 7,564,609千円 16.5％ 

県 支 出 金 3,849,232千円 8.4％ 

財 産 収 入 179,584千円 0.4％ 

寄 附 金 1,013,518千円 2.2％ 

繰 入 金 2,928,467千円 6.4％ 

繰 越 金 450,000千円 1.0％ 

諸 収 入 787,504千円 1.7％ 

市 債 1,903,700千円 4.2％ 

合          計 45,713,000千円 100.0％ 

自 主 財 源 20,742,637千円 45.4％ 

依 存 財 源 24,970,363千円 54.6％ 

 

３  市の概要 

４  財政状況（令和８年度当初予算） 
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〔歳 出〕  

款   別  

予  算  額  構成比率 

議 会 費 228,321千円 0.5％ 

総 務 費 5,586,913千円 12.2％ 

民 生 費 16,700,272千円 36.5％ 

衛 生 費 6,082,950千円 13.3％ 

労 働 費 28,384千円 0.1％ 

農 林 業 費 1,170,347千円 2.6％ 

商 工 費 1,439,220千円 3.1％ 

土 木 費 3,240,359千円 7.1％ 

消 防 費 2,187,669千円 4.8％ 

教 育 費 4,674,895千円 10.2％ 

災 害 復 旧 費 41,000千円 0.1％ 

公 債 費 4,251,670千円 9.3％ 

予 備 費 80,000千円 0.2％ 

合    計 45,713,000千円 100.0％ 

 

(2) 特別会計 

会  計  名  
予  算  額  

国民健康保険事業 8,855,648千円 

土 地 取 得 事 業 895,754千円 

休日急患診療事業 19,400千円 

介 護 保 険 事 業 9,529,125千円 

介護サービス事業 82,645千円 

後期高齢者医療事業 1,877,619千円 

合    計  21,260,191千円 

 

(3) 企業会計 

会  計  名  予  算  額  

水道事業会計 2,225,888千円 

病院事業会計 20,157,158千円 

公共下水道事業 1,540,783千円 

合    計  23,923,829千円 

 

(4) 財政指標 

区  分  令和４年度 令和５年度 令和６年度 

基準財政収入額 13,161,599千円  13,354,097千円  13,498,321千円  

基準財政需要額 18,993,691千円  19,687,058千円  20,307,720千円  

標 準 財 政 規 模 22,965,825千円  23,409,856千円  23,973,223千円  

財 政 力 指 数 0.693 0.678 0.665 

実 質 収 支 比 率 5.7％ 4.5％ 4.4％ 

実質公債費比率 5.8％ 5.8％ 5.7％ 

財政調整基金現在高 5,515,707千円  5,516,114千円  5,518,942千円  

地 方 債 現 在 高 43,098,359千円  43,558,316千円  41,974,445千円  
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条 例 定 数 20人  

現  員  数 
20人  

(男性 16人／女性４人) 

平 均 年 齢 

58歳 10カ月  

構成： 70代５人／60代５人  

50代４人／40代５人／ 30代１人 

委 

員 

定 

数 

議 会 運 営 委 員 会 ７人 

総務生活常任委員会 ７人 

厚生教育常任委員会 ７人 

経済建設常任委員会 ６人 

広報・主権者教育に関する特別委員会 

（令和８年６月17日設置） 
６人 

予算・決算特別委員会 

（令和８年６月３日設置） 
19人 

 

 

 

 

 

本 会 議 本会議日数 26日 

常任委員会 

３委員会 27回 

（うち同時開催） ９回 

（うち分散開催） 18回 

 

 

５  市議会の概要 

６  本会議・常任委員会の開催状況（令和７年度中） 

←傍聴席及び親子傍聴室 

↑大型モニターや Wi-Fi 環境が整備された委員会室 
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党派別議員数

（※） 

自 由 民 主 党 １人 

公 明 党 ２人 

日 本 共 産 党 ２人 

国 民 民 主 党 １人 

無 所 属 14人  

会派別議員数 

 

清 流 の 風 ７人 

創 造 島 田 ２人 

日本共産党島田市議団 ２人 

輝 く 島 田 ２人 

公 明 党 島 田 市 議 会 ２人 

会派に属さない議員 ５人 

議会事務局職員 

定    数  10人  

現    員  ７人  

事務局長          １人 

次長（総務担当係長兼務）  １人 

主幹（議事調査担当係長兼務）１人 

総務担当          １人 

議事調査担当        ２人 

副主任自動車運転手     １人 

  ※党派別議員数については当選時に提出された書類により確認 

できたものを計上しています。 

議 員 報 酬 

議   長  435,000円  

副議長  390,000円  

委員長  380,000円  

議   員  370,000円  

給    料  

市   長  870,000円  

副市長  712,000円  

教育長  652,000円  

費 用 弁 償 
本会議・委員会・全員協議会・議員連絡

会への出席に対し、議員の居住地からの

距離区分に応じた１日当たりの額 

議長交際費 450千円（予算額） 

視察旅費 

常任委員会 50千円／人（予算額）  

特別委員会 40千円／人（予算額）  

議会運営委員会 50千円／人（予算額）  

海外行政視察 ― 千円 

政務活動費 １人年額  200千円  

７  議員報酬・市長等の給料・視察研修旅費等 

８  党派・会派・事務局（令和８年６月30日現在） 
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一

般

質

問 

通告制の有無 有  

個人質問 

時間の制限 

包括質問  30分以内（発言回数３回まで）  

一問一答  50分以内（質問・答弁合わせて、 

発言回数の制限なし）  

質問者数 

制限なし 

※ただし、会派内で内容の調

整をしている 

代表質問 

２月定例会で実施 

包括質問  40分以内（発言回数３回まで）  

一問一答  60分以内（質問・答弁合わせて、 

発言回数の制限なし）  

議案質疑 

通告制の有無 有  

発言回数 
３回以内 

（時間制限なし） 

会議録の調製 

調製方法 
反訳から製本まで業者委託 

（音声データにより発注） 

速記の有無 無  

作成部数 15部  

配  布  先  図書館、各地区公民館等 

委員会記録 
業者に委託（全文筆記） 

（音声データにより発注） 

委員長報告の作成 委員長作成 

 

９  一般質問・議案質疑・会議録 

↑

議
長
席
と
一
般
質
問
等
が
行
わ
れ
る
演
台 

协
議
案
等
は
貸
与
パ
ソ
コ
ン
に
て
閲
覧
卐 

↓

本
会
議
中
の
様
子 
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議会広報紙 

発行の有無 有（しまだ議会だより） 

発行部数 34,600部  

発行回数 定例会ごと年４回 

編集委員会 
広報・主権者教育に関する特別委員会で編

集・発行 

その他 

・ 所 管 事 務 調 査 を 踏 ま え た 紙 面 の 段 階 的

なリニューアル 

・ 令 和 ７ 年 度 よ り 全 号 フ ル カ ラ ー 印 刷 に

て発行 

・ 市 内 高 校 の 生 徒 の 協 力 に よ り 、 目 の 不

自 由 な 方 の た め の 「 声 の 議 会 だ よ り 」

（音訳したCD）を配布  

その他 

広報広聴 

議会ホームページ 平成14年２月～ 

議場放映 平成26年６月～ 

議会報告会の開催 
平成20年５月（試行実施） 

平成21年11月～（正式実施） 

政務活動費の公表 平成18年５月～（平成17年度分） 

領収書等のホームページ掲載 平成29年８月～（平成28年度分） 

主権者教育 
高校生との意見交換会の開催 令和５年９月～ 

夏休み親子議場探検ツアー 令和６年８月～ 

議会改革 

島田市議会基本条例の制定 平成21年４月施行 

議員定数の削減 
平成20年６月 27人→23人へ 

平成25年２月 23人→20人へ 

正副議長になろうとする

議員の所信表明会 

平成28年５月（試行実施） 

平成29年５月～（正式実施） 

予算・決算特別委員会の設置 
令和元年６月～ 

（毎年度提言書を市長へ提出） 

議会BCP対策 

・平成28年８月 島田市議会災害対策要領を

制定（令和３年２月に感染症対策の内容を

追加） 

・令和３年10月 感染予防対策としてオンラ

イン会議を実施するため全議員へノートパソ

コン貸与 

議案等のペーパーレス化 
令和５年６月定例会（試行実施） 

令和５年11月定例会～（正式実施） 

新議場による議会運営の開始 

令和５年11月定例会～ 

・ユニバーサルデザインに配慮したフラット

な議場動線 

・親子傍聴室の新設 

・議場内ヒアリングループの設置 

市民参画 

・令和６年12月 市議会・議員活動の紹介パ

ンフレット「島田市議会のトリセツ」を作

成 

 

10 議会広報広聴・主権者教育・議会改革の取組 
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↑常任委員会中の様子（委員以外の議員も、大型モニターを通して全委員会を傍聴） 

↑夏休み親子議場探検ツアーの様子 

↑高校生との意見交換会の様子 

↑リニューアル後の 

しまだ議会だより 

←議案審査等の際には、議会から貸与された 

小型のノートパソコンを活用 
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                                     （令和８年４月１日現在） 

区    分 条例定数 現員数 

市長の

事務部局 
一  般 649人 510人 

特別会計 48人 49人 

水  道 31人 16人 

下 水 道 15人 10人 

議会の事務部局 10人 ６人 

選挙管理委員会の事務部局 ３人 ２人 

監査委員の事務部局 ５人 ４人 

農業委員会の事務部局 ９人 ０人（※５人併任） 

教育委員会の事務部局 198人 78人  

病院事業職員（看護学校含む） 800人 759人  

計 1,768人 1,434人 

会計年度任用職員（市長部局） ―人 421人  

会計年度任用職員（病院） ―人 207人  

計 1,768人 2,062人 

※現員数は、市長、教育長及び事業管理者並びに再任用職員及び再任用短時間職員を除く。 

 

 

 

11 市の機構・職員数  

↑令和５年竣工の市役所新庁舎 

木材をふんだんに使用した新庁舎内→ 
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